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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

9月
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

本州から九州に分布する多年生の草本。

白鷺が羽ばたく姿に見立てて、この名が付けられました。

作手地区の長ノ山湿原で生育しています。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。
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夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

荻野医院�（長篠）

くまがい医院�(富永)

緑が丘診療所�(緑が丘)

ながしのクリニック�（長篠）

宮本病院�(海老)

中村医院�（的場）

織田医院�(下吉田)

おさだファミリークリニック(本町)

あいきょうクリニック�(大野田)

しんしろフィットクリニック�(川路)

中根医院�（本町）

今泉病院�(栄町)

ほうらいクリニック�(大野)

米田内科�（平井）

茶臼山厚生病院�(富沢)

のだクリニック（中市場）

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

内山医院�(平井)

星野病院�(大野)

むらまつ内科�（東新町）

高木内科医院�（栄町）

ちさと医院�（杉山）

静巌堂医院�（副川）

中村医院�（的場）

ほうらいクリニック�(大野)

茶臼山厚生病院�(富沢)

ながしのクリニック�（長篠）

静巌堂医院�（副川）

高木内科医院�（栄町）

ちさと医院�（杉山）

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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地
　
区

7月届出分
元気でよい子に…

※7月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

2歳（平成18年9月17日生）優成くん

父　筒井博明さん・母　知美さん（鳳来・布里）

つつい ひろあき とも み

ゆ う せ い

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3
　
　in

fo
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

   jo
h
o
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em
●問

毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

　
番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日

　
午
後
7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週

　
間
ご
と
に
更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

8
月
26
日

　
～

9
月
2
日

9
月
2
日

　
～

9
月
9
日

9
月
9
日

　
～

9
月
16
日

9
月
16
日

　
～

9
月
23
日

9
月
23
日

　
～

9
月
30
日

・
サ
マ
カ
ン
’09

・
巴
小
学
校
　
3
週
目

・
健
康
教
室
紹
介
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

・
第
20
回

新
城
薪
能

・
巴
小
学
校
　
4
週
目

・
す
す
め
の
学
校
「
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
」

・
新
城
ラ
リ
ー
　
2
0
0
9
（
拡
大
枠
8
分
）

・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
（
松
島

努
）

・
消
防
フ
ェ
ス
タ

・
高
校
生
海
外
派
遣
（
拡
大
枠
6
分
）

・
第
５９
回
　不
朽
流
吟
詠
大
会
�

　

不
朽
流
吟
詠
会

　
　
　
�

宗
家
五
代
　
大
伊
達
不
朽
さ
ん

・
千
郷
小
学
校
　
1
週
目

・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
（
原
田
彩
千
子
）

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
8
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

1歳（平成20年3月22日生）

父　鈴木理史さん・母　妃美子さん（新城・上平井）
すず き まさふみ き み こ

ひ　　なみ ち ざ ね

理心くん
3歳（平成18年1月1日生）

妃菜ちゃん（左） （右）
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9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」

「
減
災
の
は
じ
め
の
一
歩
は
地
域
か
ら
」

 
「
防
災
の
日
」
は
台
風
、
豪
雨
、
豪

雪
、
洪
水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
等
の

災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
こ
れ
に
対
す
る
備
え
を
充
実
強

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
の
未
然
防

止
と
被
害
の
軽
減
に
資
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

 
災
害
に
備
え
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
が
防
災
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と

が
、
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
会
の
実
施
す
る
防
災
訓
練

に
参
加
し
、
ま
た
家
庭
で
も
備
蓄
品
の

点
検
や
連
絡
方
法
の
話
し
合
い
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
 
 
 

 
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
や
救

急
医
療
に
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
い
、
救
急
医
療
関
係
者
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
（
６
〜
12
日
）

を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
、
全
国

各
地
で
応
急
手
当
の
講
習
会
を
中
心
と

し
た
、
救
急
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 
「
東
海
地
震
警
戒
宣
言
発
令
時
に
は

金
融
機
関
の
窓
口
業
務
が
停
止
さ
れ
、

一
部
の
店
舗
内
A
T
M
以
外
は
稼
動
し

な
い
」
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
金
融
機
関
一
斉
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は
、

市
内
の
民
間
金
融
機
関
（
郵
便
局
、
公

的
金
融
機
関
等
は
一
部
除
く
）
が
防
災

の
日
の
９
月
１
日
に
愛
知
県
下
東
海
地

震
防
災
強
化
地
域
内
金
融
機
関
の
一
斉

訓
練
に
あ
わ
せ
て
、
原
則
午
前
10
時
30

分
か
ら
５
分
間
程
度
、
店
舗
の
主
要
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
一
部
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　
訓
練
実
施
時
に
は
、
別
の
通
用
口
が

確
保
さ
れ
、
A
T
M
を
含
め
業
務
は
平

常
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
東
海
地
震
警
戒
宣
言
時
の
具

体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
取
引
金
融

機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

炊きだし訓練のようす

搬送訓練のようす

防災  救急
を学ぼう
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金
融
機
関
一
斉
防
災
訓
練

の
実
施

防
災
行
政
無
線
「
戸
別
受
信
機
」

の
こ
と
を
教
え
て

�
名
古
屋
銀
行
協
会

�
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5
1

救

急

しんしろ
消防防災フェスタ

2009

開催

「ふれあい」をテーマに消防防

災センターを一般開放します。

防災ヘリの展示、はしご車の

試乗、放水体験など、盛りだ

くさんのイベントを企画して

います。

しんしろ
消防防災フェスタ

2009

開催

　
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
は
、
突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
人
の
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
、
心
臓
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

再
び
正
し
い
リ
ズ
ム
に
戻
し
蘇
生
す
る

た
め
の
医
療
機
器
で
す
。
A
E
D
は
誰

も
が
使
用
で
き
、
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
音
声
ガ
イ
ド
に
従
う
こ

と
で
簡
単
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
市
消
防
本
部
の
管
轄
す
る
地
域
や
県
内

の
A
E
D
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、「
愛

知
A
E
D
マ
ッ
プ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯

電
話
ど
ち
ら
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

も
し
も
の
時
に
備
え
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
愛
知
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
パ
ソ
コ
ン
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・
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コ
ー
ド

上
級
救
命
講
習
会
を
開
き
ま
す

　
上
級
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
、
あ

な
た
も
救
命
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
り

ま
せ
ん
か
？

　
上
級
救
命
講
習

会
と
は
、
普
通
救

命
講
習
会
の
内
容

（
心
肺
蘇
生
法
・

止
血
法
）
に
加
え

傷
病
者
管
理
・
外

傷
の
手
当
て
要
領

・
搬
送
法
を
習
得

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
講
習
会
は
、
８
時
間
と
い
う
長
い
時

間
の
講
習
で
す
が
、
救
命
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
じ
っ
く
り
習

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切

な
人
に
、
も
し
も
の
事
が
起
こ
っ
た
時

の
た
め
に
受
講
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
　
消
防
署
鳳
来
分
署 
�
32
‐
２
８
８
８

　
９
月
13
日

（日）
　午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　10
人

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
、筆
記
用
具
、 
 
 
 

　
お
弁
当
を
持
参
し
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

戸
別
受
信
機
の
電
池
が
な
い
と
…

Q
戸
別
受
信
機
の
音
を
小
さ
く
し
た
い

　
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

　
す
か
。

A
戸
別
受
信
機
に
は
、
音
量
を
調
節
す

　
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
（
写
真
①
参

　
照
）
ラ
ジ
オ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
下
げ

　
る
の
と
同
じ
要
領
で
、
左
に
回
し
て

　
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
一
番
左
に
回

　
し
て
も
防
 
 
 
 

　
災
上
の
理

　
由
で
音
が

　
消
え
る
こ

　
と
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
あ

　
な
た
が
受

　
信
機
の
音

　
を
最
小
限

　
に
し
て
も
、
緊
急
放
送
は
市
が
音
を

　
強
制
的
に
大
き
く
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

　
電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）

Q
戸
別
受
信
機
か
ら
何
か
放
送
が
流
れ

　
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
聞
き
逃
し
て

　
し
ま
い
ま
し
た
。

Ａ
個
別
受
信
機
に
は
、
録
音
機
能
が
あ

　
り
、
20
分
程
度
の
放
送
が
録
音
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
聞
き
た
い
と

　
き
は
、
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ

　
さ
い
。
（
写
真
②
参
照
）
た
だ
し
、

　
録
音
時
間
に

　
制
限
が
あ
る

　
の
で
、
古
い

　
内
容
か
ら
自

　
動
的
に
上
書

　
き
さ
れ
ま
す
。

　
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

　
普
段
は
コ
ン
セ
ン
ト
電
源
で
何
気
な

く
放
送
を
聴
い
て
い
ま
す
が
、
非
常
時

に
は
、
停
電
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
戸
別
受
信
機
は
乾
電
池
で
も
放

送
が
聴
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
池
が
切
れ
て
い
る
と
、
音
声
と
警

告
音
で
電
池
切
れ
を
知
ら
せ
る
と
も
に
、

乾
電
池
の
赤
色
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
停
電
時

に
放
送
が
流
れ
ず
、
録
音
さ
れ
て
い
た

放
送
も
消
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
定

期
的
に
乾
電
池
を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

（
年
一
回
程
度
）

機
器
の
こ
と

　
　
防
災
対
策
課

　
　
�
22
‐
4
8
0
1

放
送
内
容
の
こ
と

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
�
23
‐
7
6
2
3
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平
日
に
市
役
所
へ
証
明
書
を
取

り
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、

９
月
５
日

（土）
か
ら
毎
週
土
曜
日
の

午
前
中
に
、
市
民
課
窓
口
を
開
庁
し
、

証
明
書
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
種
証
明
書
の
交
付
申

請
時
に
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

の
で
、
運
転
免
許
証
ま
た
は
健
康

保
険
証
と
年
金
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
土
曜
窓
口
開
設
に
伴
い
、
９
月

１
日

（火）
か
ら
平
日
午
後
７
時
ま
で

の
夜
間
窓
口
開
設
時
間
を
午
後
６

時
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
開
設
し
た
夜
間
診

療
所
は
、
新
城
医
師
会
、
豊
川
宝

飯
医
師
会
、
豊
橋
市
医
師
会
な
ど

に
所
属
す
る
医
師
の
支
援
に
よ
り
、

月
、
火
、
金
、
土
曜
日
の
週
４
日

診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
医
療
機
関
お
よ
び
医

師
の
さ
ら
な
る
支
援
に
よ
り
、
９

月
6
日

（日）
か
ら
日
曜
日
診
療
を
開

始
し
ま
す
。

　
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

夜
間
診
療
所
の
概
要

診
療
科
目

　
内
科
、
小
児
科

受
付
時
間

　
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
10
時
30
分

休
診
日

　
水
、
木
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

受
診
上
の
注
意
事
項

①
電
話
で
症
状
を
連
絡
し
、
ご
来

　
院
く
だ
さ
い
。

②
急
な
発
熱
、
腹
痛
な
ど
の
比
較

　
的
症
状
の
軽
い
方
の
応
急
診
療

　
を
し
ま
す
。

③
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
血
液
検
査

　
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

④
外
傷
は
診
療
し
ま
せ
ん
。

⑤
薬
は
原
則
１
日
分
の
み
処
方
さ

　
れ
ま
す
。

⑥
症
状
に
よ
り
ほ
か
の
医
療
機
関

　
へ
受
診
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

⑦
健
康
保
険
証
、
子
ど
も
医
療
費

　
受
給
者
証
な
ど
を
必
ず
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
�
24
‐
１
１
６
１

　
（
受
付
時
間
内
通
話
可
能
）

開

設

日

開
設
場
所

開
設
時
間

取
扱
業
務

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
お
よ
び
庁
舎
停
電
時
な
ど
を
除
く
）

本
庁
市
民
課

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
、
除
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
、

戸
籍
謄
（
抄
）
本
、
除
籍
謄
（
抄
）
本
、
改
製
原
戸
籍
謄
（
抄
）
本
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
部
・一
部
）
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

身
分
証
明
書

市
民
課
　
�
23
‐
7
6
2
8

へ
き
地
医
療
支
援
室
　
�
23
‐
7
6
0
2
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新
城
市
長
選
挙
・
新
城
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
立
候
補
の
届
け
出
に
必
要
な
書
類

の
ほ
か
、
選
挙
運
動
に
関
す
る
資
料

な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
立
候
補

予
定
者
お
よ
び
関
係
者
は
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
説
明
会
へ
の
出
席
人

数
は
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
立
候
補

予
定
者
１
人
に
つ
き
２
人
（
立
候
補

予
定
者
を
含
む
）
ま
で
と
し
ま
す
。

　
10
月
１
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
予
定

　
市
民
体
育
館
　
１
階

　
第
１
・
第
２
会
議
室

立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

①
市
長
選
挙

　
・
平
成
21
年
11
月
１
日
現
在
、
年
 

　
　
齢
25
歳
以
上
の
日
本
国
民

②
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
・
平
成
21
年
11
月
１
日
現
在
、
年

　
　
齢
25
歳
以
上
の
日
本
国
民

　
・
平
成
21
年
11
月
１
日
現
在
、
引

　
　
き
続
き
３
カ
月
以
上
新
城
市
に

　
　
住
ん
で
い
る
人

9月26日（土）・27日（日）

市内一帯

桜淵いこいの広場

①新城ラリースペシャルステージ

　ギャラリーステージ観戦

②デモ走行観戦

③地元物産飲食コーナー

④モータースポーツ関連企業コーナー

⑤子ども向けイベントコーナー

※内容については、変更することがあ

　ります。

※詳細は、新城ラリー公式ホームペー

　ジでご確認ください。

スポーツ課　�23-7653

新城ラリー公式ホームページ　　　　
http://shinshirorally.com/

新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
）　
�
23
‐
7
6
1
7

2009

昨
年
の
よ
う
す

　
合
併
か
ら
４
年
、
今
年
は
任
期

満
了
に
伴
う
新
城
市
長
選
挙
・
新

城
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
る
年
で
す
。

　
10
月
25
日

（日）
に
告
示
し
、
11
月

１
日

（日）
の
投
票
・
開
票
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
に
深
い
か
か
わ

り
を
持
つ
選
挙
で
す
。
有
権
者
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

ち
、
自
分
の
意
思
で
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

●問

●時

●時

●所

●所

●内
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会場案内図

豊川浄化センター

　
９
月
10
日

（木）
は
「
下
水
道
の
日
」

で
す
。
県
で
は
、
皆
さ
ん
に
下
水

道
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
「
第
19
回
あ
い
ち
下
水
道
フ

ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
下
水
道

の
P
R
や
お
子
さ
ん
向
け
の
各
種

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
満
載
で
す
。

 
９
月
12
日

（土）

 
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 
（
雨
天
決
行
）

※
台
風
な
ど
に
よ
る
異
常
気
象
の

　
場
合
は
中
止

　
豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
豊
橋
市
新
西
浜
町
１
番
地
３

　
�
0
5
3
2
‐
32
‐
4
1
8
1

主
催

　
愛
知
県
・

（財）
愛
知
水
と
緑
の
公
社

　
東
三
河
建
設
事
務
所

　
都
市
施
設
整
備
課

　
�
０
５
３
２
‐
52
‐
１
３
９
１

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム

・
輪
投
げ

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
す
く
い

・
エ
ア
ー
遊
具
な
ど

無
料
「
飲
み
物
」
コ
ー
ナ
ー

出
店
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）も

あ
り
ま
す
。

無
料
配
布

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ
ピ

・
あ
い
ち
の
水

・
下
水
汚
泥
の
肥
料
な
ど

ス
テ
ー
ジ

・
下
水
道
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

・
御
津
吹
奏
楽
団

・
Ｈ
Ｉ
Ｐ
 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

・
小
坂
井
伸
開
太
鼓
な
ど
 

下
水
道
P
R

・
下
水
道
図
画
ポ
ス
タ
ー
作
品
 
 

　
展
示

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学

・
下
水
道
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
水
質
分
析
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

下
水
道
課
　
�
23
‐
7
6
4
4

下
水
道
　
地
球
を
守
る
　
リ
サ
イ
ク
ル

豊川浄化センター（管理本館）

水処理設備

●問 ●時●所

●問
■本
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認
知
症
は
目
に
見
え
な
い
疾
患

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
で
認
知

症
の
高
齢
者
を
抱
え
る
介
護
者
の

皆
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
認
知
症
の
予
防
講
座
や

認
知
症
介
護
者
の
座
談
会
を
計
画

し
ま
し
た
。

認
知
症
予
防
講
座

　
　
　
介
護
高
齢
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
8
8

　
11
月
12
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
文
化
会
館

　
認
知
症
の
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

　
福
祉
村
病
院

　
副
院
長
　
伊
苅
弘
之

氏

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

認
知
症
介
護
者
の
座
談
会

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
�
23
‐
6
8
1
0

第
１
回

　
９
月
８
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

第
２
回

　
10
月
９
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
文
化
会
館

　
福
祉
村
病
院

　
副
院
長
　
伊
苅
弘
之

氏

　
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

　
足
腰
の
強
化
・
食
べ
る
こ
と
を

見
直
す
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に

過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室

を
実
施
し
ま
す
。

　
最
近
つ
ま
づ
き
や
す
く
な
っ
た

な
ど
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

転
ば
ぬ
先
の
お
達
者
教
室

　
　
　
介
護
高
齢
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
8
8

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
新
城
・
鳳
来
・
作
手
の
各
保
健

　
セ
ン
タ
ー

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
転
倒
予
防
の

　
た
め
の
運
動
・
お
口
の
健
康
（
嚥

　
下
）
な
ど
の
健
康
講
話

※
１
回
目
と
９
回
目
は
体
力
測
定

　
が
あ
り
ま
す
。

　
65
歳
以
上
で
10
回
通
し
て
参
加

　
で
き
る
方

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
９
月
15
日

（火）
・
９
月
29
日

（火）
　

　
10
月
６
日

（火）
・
10
月
15
日

（木）
　

　
10
月
23
日

（金）
・
10
月
29
日

（木）
　

　
11
月
９
日

（月）
・
11
月
19
日

（木）
　

　
11
月
26
日

（木）
・
12
月
10
日

（木）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
９
日

（金）
・
10
月
16
日

（金）

　
10
月
22
日

（木）
・
10
月
30
日

（金）

　
11
月
６
日

（金）
・
11
月
20
日

（金）

　
11
月
27
日

（金）
・
12
月
４
日

（金）

　
12
月
11
日

（金）
・
12
月
18
日

（金）

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
１
月
12
日

（火）
・
１
月
19
日

（火）

　
１
月
26
日

（火）
・
２
月
２
日

（火）

　
２
月
９
日

（火）
・
２
月
16
日

（火）

　
２
月
23
日

（火）
・
３
月
２
日

（火）

　
３
月
９
日

（火）
・
３
月
16
日

（火）

介
護
高
齢
課
　
�
23
‐
7
6
8
8

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
6
8
1
0

愛
知
新
城
大
谷
大
学
に
よ
る

介
護
予
防
教
室

　
（
10
回
　
１
コ
ー
ス
）

　
10
月
１
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
10
月
20
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
11
月
５
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
11
月
17
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
12
月
２
日

（水）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
12
月
15
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
１
月
７
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
１
月
23
日

（土）

　
午
前
10
時
30
分
〜
１
時

　
２
月
４
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
２
月
16
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

　
運
動
（
講
義
・
実
技
）
、
調
理
実
習

　
な
ど

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
先
生
ほ
か

　
65
歳
以
上
の
方

　
無
料

え
ん

い
　
か

り

●対

●内 ●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問

●申
●問

●問
■本

●時●所

●内 ●時●所

●時●所

●時●所

●￥ ●講●定

●￥ ●講

●講

●定

●￥ ●定

●時●対 ●所●内●￥

げ
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今月の人口
平成21年8月1日現在（前月比）

総人口…… 51,236人
　　　　　　　（－28）
男………… 25,227人
　　　　　　　 （－7）
女………… 26,009人
　　　　　　　（－21）

世帯数………16,563

出生…31人

死亡…44人

転入…61人

転出…77人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

広
告

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

　
観
て
感
じ
る
景
色
と
は
？
そ
の

の
役
割
と
は
？
か
ら
始
ま
る
、
魅

力
的
な
景
観
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

　
９
月
29
日

（火）
　
午
後
７
時

　
市
民
体
育
館

　
講
演
「
心
に
残
る
け
し
き
」

　
愛
知
県
立
芸
術
大
学

　
准
教
授
　
水
津
　
功

氏

　
50
人

　
無
料

　
９
月
18
日

（金）
ま
で
に
住
所
、

　
氏
名
、
人
数
、
電
話
番
号
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
つ
る
し
飾
り
展
」

　
節
句
ま
つ
り
の
た
め
に
、
懐
か

し
い
、
か
わ
い
ら
し
い
作
品
を
と
、

会
員
50
人
余
り
が
力
を
合
わ
せ
取

り
組
ん
だ
作
品
で
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
の
情
景
を
思
い

起
こ
す
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
　

　
９
月
２
日

（水）
〜
30
日

（水）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日
（
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）

「
山
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
七
郷

一
色
の
空
気
は
ど
こ
か
ら
？
」

　
七
郷
一
色
地
区
は
愛
知
県
と
静

岡
県
を
分
け
る
尾
根
近
く
に
あ
り

ま
す
。
２
年
半
前
か
ら
、
「
県
境

を
跨
ぐ
エ
コ
地
域
づ
く
り
戦
略
プ

ラ
ン
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
大
気
中
の
オ
ゾ
ン
や

窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定
と
気
象

の
観
測
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
観
測
デ

ー
タ
を
元
に
、
七
郷
一
色
地
区
と

豊
橋
市
や
浜
松
市
と
の
空
気
の
つ

な
が
り
、
大
気
の
特
徴
な
ど
を
お

話
し
ま
す
。

　
９
月
６
日

（日）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
鳳
来
地
域
間
交
流
施
設
（
旧
七

　
郷
一
色
小
学
校
）

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
　

　
教
授
　
北
田
敏
廣

氏

　
ど
な
た
で
も

　
無
料

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

「
き
の
こ
」
展

　
９
月
26
日

（土）
〜
11
月
３
日

（火）

※
火
曜
日
は
休
館
、
た
だ
し
11
月

　
3
日
は
開
館
。

開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

　
博
物
館

　
新
城
を
中
心
に
し
た
東
三
河
の

　
野
生
き
の
こ
と
標
本
、
キ
ノ
コ

　
グ
ッ
ズ
の
展
示
。
自
然
界
の
菌

　
類
の
働
き
や
食
毒
な
ど
の
紹
介

　
も
し
ま
す
。

　
大
人
　
　
　
　
210
円

　
小
・
中
学
生
　
100
円

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

に
こ
に
こ

第
4
回

　
９
月
11
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
幼
児
向
け
の
交
通
安
全
教
室

※
パ
ト
カ
ー
の
試
乗
も
あ
り
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

�
23
‐
７
６
５
4

アカヤマドリ

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

●講●定●応

●申
●問
■本

●申

す

い

づ

　

い
さ
お

き

た

　だ

　
と

し

ひ

ろ

ま
た

●対●￥ ●講 ●所

●他

●時

●時

●所

●問
■鳳

●問
■鳳

●時●所 ●申
●問

●時 ●対●他 ●￥

●￥

●￥

●内

●内●内

●所

●所

●時
■本
●問
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ス
イ
ス
本
国
よ

　
　
　
　
　
　
り
、
ス
イ
ス
を
代

　
　
　
　
　
　
表
す
る
ヨ
ー
デ
ル

　
　
　
　
　
　
歌
手
を
迎
え
、
ア

　
　
　
　
　
　
ル
プ
ホ
ル
ン
、
カ

　
　
　
　
　
　
ウ
ベ
ル
な
ど
珍
し

い
民
俗
楽
器
の
音
色
を
交
え
た
楽

し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
皆
さ
ん

を
ス
イ
ス
民
俗
音
楽
の
世
界
に
誘

い
ま
す
。

　
10
月
１
日

（木）

　
午
後
６
時
30
分
開
場

　
７
時
開
演

　
文
化
会
館

出
演

　
マ
リ
ー
テ
レ
ー
ズ
・
フ
ォ
ン
・

　
グ
ン
テ
ン

　
＆
ヴ
ァ
ー
パ
ー
コ
ー
ラ
ス

　
ス
イ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＝
エ
ン

　
ツ
ィ
ア
ン

　
大
人
　
　
　
　
1
,

0
0
0
円

　
中
学
生
、
高
校
生
　
　
　
500
円

　
小
学
生
以
下
　
　
　
　
　
無
料

※
チ
ケ
ッ
ト
は
協
会
事
務
局
で
販

　
売
し
て
い
ま
す
。
当
日
も
会
場

　
受
付
で
販
売
し
ま
す
。

新
城
市
国
際
交
流
協
会

�
23
‐
７
7
8
3

　
新
城
産
の
「
栗
」
を
使
っ
た
お

い
し
い
料
理
や
お
菓
子
、
新
城
産

大
豆
か
ら
お
豆
腐
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
９
月
29
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
市
青
年
の
家

　
栗
お
こ
わ
、
ざ
る
豆
腐
、
う
の

　
花
、
ふ
の
吸
い
物
、
栗
よ
う
か

　
ん

　
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

　
25
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
）

　
１，
３
０
０
円
（
当
日
集
金
）

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
　

　
９
月
18
日

（金）

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

　
具

　
「
三
河
・
尾
張
戦
国
史
像
の
新

段
階
」

　
愛
知
県
史
「
資
料
編
10
　
中
世

３
」
の
執
筆
担
当
者
か
ら
、
戦
国

時
代
の
三
河
・
尾
張
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

 
９
月
26
日

（土）

 
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

 
岡
崎
市
福
祉
会
館

　
〒
4
4
4
‐
8
6
0
1

　
岡
崎
市
十
王
町
2
丁
目
9
番
地
 

　
「
資
料
編
10
　
中
世
３
」
に
つ

　
い
て

　
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

　
新
行
紀
一

氏

　
織
田
氏
諸
流
の
興
亡
と
信
秀
・

　
信
長

　
南
山
大
学
准
教
授

　
青
山
幹
哉

氏

　
織
田
・
今
川
の
は
ざ
ま

　
‐
弘
治
年
中
西
三
河
の
動
向
‐

　
中
京
大
学
准
教
授

　
村
岡
幹
生

氏

　
今
川
義
元
と
東
三
河

　
愛
知
大
学
教
授

　
山
田
邦
明

氏

　
200
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
、

　
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

　
無
料

募
集
開
始

　
８
月
17
日

（月）

　
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
の
み

※
駐
車
場
は
岡
崎
市
役
所
の
も
の

　
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
台
数
に

　
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

　
交
通
機
関
で
の
来
館
に
ご
協
力

　
く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
9
月
19
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
）

申
込
期
間

　
8
月
25
日

（火）
〜
9
月
10
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
-2

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

農
業
振
興
課

�
23
‐
7
6
3
2

県
総
務
部
法
務
文
書
課

県
史
編
さ
ん
室

�
０
５
2
‐
972
‐
9
1
7
2

　
10
月
8
日

（木）
、
15
日

（木）
、
　

　
22
日

（木）

　
11
月
5
日

（木）
、
12
日

（木）
、
　

　
19
日

（木）
、
26
日

（木）

　
（
全
7
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

　
文
化
会
館

　
阿
部
真
理
愛

氏
（
ポ
ル
ト
ガ

　
ル
語
通
訳
）

　
20
人
程
度
（
協
会
会
員
優
先
、

　
先
着
順
）

※
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

　
し
ま
す
。

　
協
会
会
員
　
　
３
，

０
０
０
円

　
一
般
　
　
　
　
６
，

０
０
０
円

　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
城
市
国
際
交
流
協
会

�
23
‐
7
7
8
3

s
ie

a
@

te
e

s
.jp

�
23
‐
7
0
4
7

●￥

●応

ま

　

り

　

あ

●時 ●問●所

●申

●対

●持

●￥

●￥

●￥

●￥ ●内●内

●内

●講

●講●講●内●講●内●講

●講

●定

●定

●定

●定

●応

●応

●応

●〆

●所

●所

●所

●所

●時

●時

●時●時

●em

●em

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問
■本

し
ん
ぎ
ょ
う
の
り
か
ず

み
き
　
や

み
き
　
お
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市
議
会
９
月
定
例
会
の
よ
う
す

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

　
９
月
８
日

（火）
　
一
般
質
問

　
９
月
９
日

（水）
　
一
般
質
問

　
９
月
10
日

（木）
　
一
般
質
問
（
予

　
備
日
）

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議
事
の

都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
当
プ
ラ
ザ
で
は
、
各
種
相
談
窓

口
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

・
県
民
相
談

　
県
営
住
宅
の
申
し
込
み
、
相
続
、

　
不
動
産
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　
な
ど

・
労
働
相
談

　
労
働
関
係
や
職
場
で
の
悩
み
ご

　
と
、
困
り
ご
と
な
ど

・
交
通
事
故
相
談

　
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
の
方
 
 
 

　
法
、
示
談
な
ど

・
多
重
債
務
相
談

　
消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

　
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
の
整
理

　
な
ど

・
消
費
生
活
相
談

　
悪
質
商
法
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス

　
に
関
す
る
消
費
者
生
活
上
の
ト

　
ラ
ブ
ル
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相
談
し

　
ま
し
ょ
う
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

　
申
請
・
受
け
付
け
・
交
付
を
行

　
う
ほ
か
、
最
新
の
海
外
危
惧
情

　
報
を
掲
示
。

　
県
政
情
報
や
く
ら
し
に
関
す
る

　
情
報
・
資
料
の
提
供
を
し
て
い

　
ま
す
。

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
節
句
ひ
な
サ
ロ
ン
」

�
22
‐
1
5
3
3（
今
泉
宅
）

議
事
調
査
課

�
23
‐
7
6
5
7

新
城
設
楽
県
民
プ
ラ
ザ

�
23
‐
8
7
0
0
・
23
‐
8
7
0
1

　
今
年
度
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る

国
道
151
号
新
城
バ
イ
パ
ス
の
開
通

を
祝
い
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

す
。
式
典
で
は
、
地
元
の
特
色
を

生
か
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
催

す
た
め
、
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
２
人

　
市
内
在
住
の
成
人

　
９
月
11
日

（金）

※
詳
細
は
、
都
市
計
画
課
へ
お
問

　
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
雛
ま
つ
り
の
こ
ろ
開
催
さ

れ
て
い
る
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り

は
、
手
作
り
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ

ー
マ
に
手
作
り
雛
や
吊
る
し
飾
り

を
会
場
一
杯
に
展
示
し
、
地
域
の

節
句
を
祝
う
お
祭
り
と
し
て
定
着

し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
企
画
運
営
は
す
べ
て

市
民
の
手
で
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
作
業
に
関
っ
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　
数
名

　
９
月
10
日

（木）

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題

な
ど
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

を
、
「
”

ホ
ッ

“
と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

　
時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど

の
映
像
を
取
り
入
れ
、
２
分
以
内

で
す
。

　
10
月
放
送
分
の
撮
影
を
、
９
月

25
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
10
日

（木）
ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、
E

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
政
治
・
宗
教
・
営
業
な
ど
に
か

　
か
わ
る
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
交
通
事
故
で
け
が
な
ど

を
さ
れ
た
方
へ
、
新
城
北
設
市
町

村
で
つ
く
る
交
通
災
害
共
済
組
合

か
ら
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
転
入
な
ど
で
こ
の
組
合

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
年

度
途
中
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

 
市
内
在
住
の
方

共
済
期
間

 
加
入
金
を
納
入
し
た
日
の
翌
日
 

　
テ
ィ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
デ

ー
タ
放
送
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
広
報
紙
か
ら
抜
粋
し
た

お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
休

日
・
夜
間
診
療
、
メ
ー
ル
配
信
情

報
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp
じ
ょ
う
ほ
う
課

�
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‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

介
護
高
齢
課

�
23
‐
７
６
8
8

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

 
次
の
皆
さ
ん
に
、
「
敬
老
祝
い

金
」
を
お
贈
り
し
ま
す
。

お祝い
の基準

対象年齢区分
敬　老
祝い金

卒　寿
の祝い

90歳
（大正8年生）

10,000円

30,000円
100歳
以上の
祝　い

100歳以上
（明治42年生以前）

市
民
安
全
対
策
室

�
23
‐
7
6
1
3

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
2

地
域
振
興
課

�
37
‐
2
2
5
9

観
光
課

●申
●問

●em

●時

●対

●対

●他

●定

●定●〆

●〆

■鳳■作

●問●問

●問
■本

●問
■本

●em
●問
■本■本

●問

■本
●問



広報しんしろ［ほのか］　2009.913

一 般 書

「銀二貫」高田   郁／著　幻冬舎

仇討ちで父を亡くし、

銀二貫で寒天問屋の主

人に引き取られ、周囲

の人々に支えられなが

ら成長していく少年の

物語です。

「星守る犬」村上たかし／著　双葉社

病をかかえ、仕事も家

族も失った中年男と、

一匹の犬の旅を描く感

動コミックです。

絵      本

「ＢＯＯＫ　ＢＩＲＤ」さとうゆりえ／作　

扶桑社

どんな本より面白い物

語が書かれた本の形を

した鳥が、さまざまな

出会いを通じて自分の

居場所や役割を見つけ

るお話です。

「じどうしゃアーチャー」片平直樹／作　

伊藤正道／絵　教育画劇

なかよしの少年と別れ、

戦争をはさんで、さま

ざまな体験をした車が、

再び少年と出会うまで

を描いたお話です。

　　　　特 集 コ ー ナ ー

・「読書ゆうびんコンテストすいせん図書」

　を10月まで展示しています。

・第141回芥川賞受賞の北村薫氏、直木

　賞受賞の磯崎憲一郎氏の著書を展示

　しています。

つ
な
げ
よ
う
　心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〜
対
話
が
つ
く
る
家
庭
の
ぬ
く
も
り
〜

　
長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
９
月

は
、
夏
休
み
中
の
不
規
則
な
生
活

に
よ
る
遊
び
癖
や
怠
け
癖
か
ら
、

家
出
す
る
少
年
た
ち
が
増
加
す
る

時
期
で
す
。

　
警
察
で
は
、
こ
の
時
期
を
と
ら

え
て
、
総
力
を
挙
げ
、
駅
・
繁
華

街
で
の
街
頭
補
導
や
風
俗
営
業
所

な
ど
へ
の
立
ち
入
り
調
査
を
強
力

に
行
い
、
家
出
少
年
の
早
期
発
見

に
努
め
て
い
ま
す
。

相
談
は
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

〜
９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
〜

　
愛
知
県
警
察
で
は
、
警
察
安
全

相
談
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
お
よ

び
全
警
察
署
に
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
♯
９
１
１
０
の
か
け
方
は
、
ご

家
庭
の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の

み
）
や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
「
110
番
」
の
前
に
「
♯

９
」
を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
、
警
察

本
部
の
住
民
コ
ー
ナ
ー
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
お
よ
び

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
「
（
０

５
２
）
９
５
３
９
１
１
０
」
ま
で

お
か
け
く
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

●問

農
業
振
興
課

�
23
‐
7
6
3
2

新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課

�
23
‐
2
1
1
1

（代）

新城図書館 　�23‐2333●問

　
最
近
、
農
薬
を
農
業
以
外
の
目

的
で
、
使
用
し
た
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。

　
農
薬
を
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
、
農
薬
取
締
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
薬
の
使
用
に
あ

た
っ
て
は
、
必
ず
農
薬
の
ラ
ベ
ル

を
確
認
し
、
そ
の
方
法
を
遵
守
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
薬
は
、

保
管
庫
な
ど
鍵
の
か
か
る
場
所
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

開館時間　午前9時～午後8時

連日開館　休館日は月末1日のみ

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

図書返却　3地区のブックポストでも可

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所で交付

　　　　　申請可・後日、自宅に郵送

最近入った本の中から、おすすめ本を紹

介します。

 
か
ら
平
成
22
年
年
３
月
31
日

加
入
金
（
一
人
年
額
）

 
途
中
加
入
の
場
合
は
、
８
月
は
 

　
280
円
・
９
月
は
260
円
で
、
以
降

　
月
毎
に
20
円
の
減
額
と
な
り
ま

　
す
。

加
入
手
続
き

・
加
入
申
込
書
を
お
持
ち
の
方
は
、

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
加
入
金

　
を
添
え
て
、
市
内
金
融
機
関
（
郵

　
便
局
を
除
く
）
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

・
加
入
申
込
書
の
な
い
方
は
、
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
支
払
対
象
事
故

・
道
路
（
林
道
・
農
道
を
含
む
）

　
公
園
な
ど
の
場
所
で
歩
い
て
い

　
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

　
れ
た
り
し
た
事
故

・
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転

　
車
、
車
椅
子
な
ど
の
運
行
中
の

　
人
身
事
故

※
歩
行
中
に
転
倒
す
る
な
ど
の
歩

　
行
者
単
独
事
故
や
屋
内
・
自
宅

　
な
ど
の
敷
地
内
で
の
事
故
は
対

　
象
外
で
す
。

見
舞
金
請
求
方
法

・
共
済
組
合
の
定
め
た
見
舞
金
請

　
求
書
、
診
断
書
な
ど
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
見
舞
金
請
求
期
間
は
交
通
事
故

　
に
あ
っ
た
翌
日
か
ら
２
年
間

・
請
求
に
必
要
な
用
紙
は
市
民
安

　
全
対
策
室
、
鳳
来
・
作
手
各
総

　
合
支
所
地
域
振
興
課
に
請
求
し

　
て
く
だ
さ
い
。

新城図書館のご案内

ぎ ん に か ん た か だ 　 　 かおる

む ら か み

ブ ッ ク 　 　 　 　 　 バ ー ド

か た ひ ら な お き

い と う ま さ み ち

きたむらかおる

い そ ざ き け ん い ち ろ う

■本
●問

●問
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388本

　
市
で
は
昨
年
10
月
、
自
動
車
の
運

転
の
仕
方
を
工
夫
し
、
ガ
ソ
リ
ン
の

ム
ダ
な
使
用
を
な
く
す
気
持
ち
の
喚
起
・

高
揚
や
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
瞬
間
燃

費
や
平
均
燃
費
な
ど
を
表
示
す
る
「
自

動
車
燃
費
計
」
の
市
民
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
し
た
。

 
参
加
者
７
人
に
よ
る
体
験
レ
ポ
ー
ト

か
ら
は
、
燃
費
向
上
に
「
大
き
な
効
果
」

や
「
あ
る
程
度
の
効
果
」
が
あ
る
と

の
回
答
が
多
く
、
車
種
に
よ
る
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
燃
費
が
向
上
し
た

方
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。
参

加
者
の
中
に
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実

施
前
に
比
べ
15
％
以
上
も
燃
費
が
向

上
し
た
方
や
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
習
熟
度
が
上
が
っ
た
方
な
ど
、

機
器
を
取
り
付
け
た
こ
と
で
運
転
に

対
す
る
意
識
が
変
わ
り
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
強
く
心
が
け
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
モ
ニ
タ
ー
参
加
者
の
感
想
】

・
数
字
で
燃
費
が
わ
か
る
こ
と
で
、
 
 

　
自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
実

　
感
が
わ
く
。

・
い
か
に
燃
費
の
最
高
値
を
出
す
か
、

　
飽
き
ず
に
モ
ニ
タ
ー
活
動
が
で
き
た
。

　
な
ど

　
現
在
、
基
準
に
満
た
な
い
焼
却
設

備
で
の
ご
み
の
焼
却
「
野
焼
き
」
は

法
律
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
16
条
の
2
）
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
こ
の
野
焼

き
に
よ
る
苦
情
が
多
く
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
な
ど
に
よ
る
復
旧
や
宗
教
上

の
行
事
、
農
業
、
林
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
の
例
外

は
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
な
ど
の
野
焼
き
に
よ
る
煙
の
た
め
に
、

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
」
「
暑
い

日
な
ど
に
窓
を
あ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
な
ど
野
焼
き
が
近
所
の
迷
惑

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
例
外
と
さ
れ
る
農
業
な
ど
に
よ
る

野
焼
き
で
あ
っ
て
も
、
煙
な
ど
に
よ

り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
場
合
に
は
指
導
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
焼
き
は
環
境
を
汚
染
し
、

人
や
動
植
物
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
家
庭
ご

み
は
必
ず
可
燃
ご
み
収
集
日
に
指
定

袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
家
の
片
付
け
な
ど
で
出
た
ご
み
や
不

用
に
な
っ
た
粗
大
ご
み
を
処
分
し
た
い

と
き
は
、
鳥
原
処
分
場
へ
自
己
搬
入
し

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
衣
類
や
布
団
類
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど

の
可
燃
物
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
家

具
や
電
気
製
品
な
ど
の
不
燃
物
は
鳥
原

処
分
場
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
自
己
搬
入
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、

年
々
増
加
し
、
昨
年
度
の
搬
入
量
が
平

成
17
年
度
と
比
べ
２
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ご
み
と
し
て
搬
入
さ
れ
る
も
の
に
は
、

長
い
間
処
分
で
き
ず
に
家
に
残
っ
て
い

た
も
の
、
引
越
し
や
改
築
の
と
き
に
整

理
し
て
出
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
短
期

間
に
多
量
に
搬
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
多
量
の
ご
み
を
効
率
良
く
処

理
す
る
た
め
に
も
、
自
己
搬
入
す
る
と

き
は
、
で
き
る
限
り
「
可
燃
物
」
と
「
不

燃
物
」
に
分
け
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
１
台
の
車
で
ま
と
め
て
運
ぶ

場
合
に
も
、
で
き
る
限
り
ご
み
の
積
み

下
ろ
し
が
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
へ
搬
入
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
を
搬
入
す
る
と
き
は
、

分
別
表
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

搬
入
日
時
や
搬
入
方
法
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
一
度
に
多
量
の
ご
み
（
2
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
１
杯
以
上
）
を
搬
入
す
る

場
合
は
、
搬
入
予
定
日
の
1
週
間
前
ま

で
に
生
活
衛
生
課
（
�
22
‐
0
5
2
1
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
搬
入
す
る
量
や
申
込
内
容
に
よ
っ
て

は
、
担
当
が
自
宅
ま
で
確
認
に
向
か
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
（
新
品
）

・
押
し
車

・
浄
水
器
用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

　
（
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
製
）

・
学
習
机
（
子
ど
も
用
）

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

・
14
イ
ン
チ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

　
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
95
・
98
用
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
2
人
掛
ソ
フ
ァ
ー

・
一
輪
車
（
14
イ
ン
チ
）

・
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

・
真
空
管
式
テ
レ
ビ

・
真
空
管
式
ラ
ジ
オ

・
真
空
管
式
ス
テ
レ
オ

・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）

・
子
供
用
金
属
バ
ッ
ト

　
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
）

・
グ
ロ
ー
ブ
（
右
き
き
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い

も
の
」
の
あ
る
人
は
、①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
、
野
良
猫
に
関
す
る
苦
情
が
増

え
て
い
ま
す
。
去
勢
や
避
妊
を
し
て
い

な
い
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
猫

が
そ
の
地
域
に
居
つ
い
た
り
、
増
え
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
野
良
猫

に
エ
サ
を
与
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

と
て
も
愛
情
深
く
、
人
間
と
し
て
大
切

な
気
持
ち
で
す
が
、
地
域
の
中
に
は
、
猫

の
嫌
い
な
方
や
猫
が
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
迷
惑
を
受
け
る
方
も
い
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
自
動
車
の
燃
費
計
」
と
は

A  B  C  D  E  F  G

14.60 14.60 14.60 　9.94 14.58  21.90 10.27

15.59 15.74 16.95 11.45 14.65 21.12 10.22

25

20

15

10

5

422

427

388

392

H17

H18

H19

H20

222

289

343

449

644

716

731

841

km/
リッ

トル

※燃費データは、

　昨年11月から

　今年5月までの

　間で、約3カ月

　間計測した平均

　データを集計し

　ています。

機器装着前
（エコドライブ実践前）

機器装着後
（エコドライブ実践中）

「燃費データの比較」　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、
瞬
間
燃

費
や
平
均
燃
費
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
表
示
す
る
も
の
で
、
ど
ん
な
運

転
が
省
燃
費
走
行
に
な
る

の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
ラ
フ
な
ア
ク
セ
ル
ワ

ー
ク
を
心
理
的
な
面
か
ら

抑
止
す
る
た
め
の
機
器
で

す
。
（
こ
の
機
器
を
装
着

し
た
だ
け
で
は
燃
費
は
向

上
し
ま
せ
ん
）

布
団
類
は
、
他
の
粗
大
ご
み
と
一
緒
に
鳥
原
処
分
場

へ
搬
入
す
る
場
合
も
、
必
ず
金
属
部
品
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
の
鳥
原
処
分
場
の
自
己
搬
入
件
数
は

3,
2
3
0
件
で
し
た
。
本
年
度
は
4
〜
6
月
の
3

カ
月
間
で
1,
0
2
9
件
で
す
。

クリーンセンターへ搬入された布団鳥原処分場へ自己搬入するようす

自己搬入量の推移　（単位：トン）

年度� 　可燃物� 　不燃物　� 　計

※数量は、家庭ごみと事業ごみの合計です。
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シリーズ第27話

●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
め
ま
い
に
は
大
き
く
分
け
て
「
回

転
性
め
ま
い
」
と
「
浮
動
性
め
ま
い
」

が
あ
り
ま
す
。

　
回
転
性
め
ま
い
は
、
自
分
や
周
囲

が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
め
ま
い
で
す
。
周
り
の
景
色
や

自
分
が
回
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
り
ま

す
。
吐
き
気
や
嘔
吐
を
伴
い
、
立
っ

て
い
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
浮
動
性
め
ま
い
は
、
足
も
と
が
フ

ワ
フ
ワ
し
て
雲
の
上
を
歩
い
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
め
ま
い
で
す
。
目
の

前
の
景
色
が
揺
れ
て
見
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
も
、
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
「
平
衡
機
能
」
が
関
係

し
て
め
ま
い
を
起
こ
し
ま
す
。

　
こ
の
タ
イ
プ
以
外
に
も
、
急
に
立

ち
上
が
っ
た
時
に
目
の
前
が
暗
く
な

っ
た
り
、
一
瞬
意
識
が
遠
の
い
た
り

す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
原
因
は
血

圧
の
変
動
に
関
係
す
る
全
身
の
病
気

で
あ
っ
た
り
、
不
安
や
心
配
事
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

り
し
ま
す
。

　
め
ま
い
は
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

仕
組
み
が
崩
れ
た
と
き
に
起
こ
る
症

状
で
す
。
そ
の
仕
組
み
に
関
係
し
て

い
る
の
が
耳
と
脳
で
す
。
耳
は
音
を

感
じ
取
る
だ
け
で
な
く
、
体
の
動
き

を
感
じ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
体

が
回
転
し
た
り
傾
い
た
り
す
る
と
、

耳
の
中
に
あ
る
三
半
規
管
や
耳
石
器

が
感
じ
取
り
、
そ
の
情
報
は
神
経
を

通
っ
て
脳
に
あ
る
脳
幹
や
小
脳
に
送

ら
れ
ま
す
。
三
半
規
管
や
耳
石
器
に

異
常
が
あ
る
と
正
し
い
情
報
を
送
る

こ
と
が
で
き
ず
、
脳
幹
や
小
脳
に
異

常
が
あ
る
と
情
報
を
正
し
く
処
理
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
情
報
を
伝

え
る
耳
と
、
そ
れ
を
処
理
す
る
脳
が

正
し
く
機
能
さ
れ
な
い
と
き
に
め
ま

い
と
い
う
症
状
と
な
っ
て
現
れ
て
く

る
の
で
す
。

　
脳
に
原
因
が
あ
る
場
合
に
は
、
激

し
い
頭
痛
や
手
足
の
し
び
れ
、
麻
痺
、

物
が
二
重
に
見
え
る
、
呂
律
が
回
ら

な
い
、
意
識
が
な
く
な
る
な
ど
の
症

状
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
め
ま
い
の
原
因
は
、
代
表
的
な
メ

ニ
エ
ー
ル
病
を
は
じ
め
全
体
の
７
割

ほ
ど
を
耳
の
病
気
が
占
め
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
「
良

性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
」
が
最
も

多
く
、
５
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
は
、

内
耳
の
袋
に
あ
る
石
が
半
規
管
内
に

流
入
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　
急
に
頭
を
動
か
し
た
り
す
る
と
、

回
転
性
め
ま
い
発
作
と
な
り
、
じ
っ

と
し
て
い
る
と
数
分
間
で
治
ま
り
ま

す
が
、
ま
た
頭
を
動
か
す
と
め
ま
い

が
す
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。
め

ま
い
の
発
作
期
は
安
静
に
し
て
、
慢

性
期
（
フ
ラ
フ
ラ
し
て
頭
が
重
い
と

き
）
に
は
、
か
え
っ
て
頭
の
運
動
が

大
切
で
す
。

　
耳
の
病
気
に
よ
る
め
ま
い
は
症
状

が
不
快
で
つ
ら
い
も
の
で
す
が
、
命

取
り
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ス
ト
レ
ス
や
自
律
神
経
の
乱
れ
か

ら
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
睡
眠

不
足
や
過
労
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
め
ま
い
が
起
こ
っ
た
ら
自

己
判
断
せ
ず
、
必
ず
専
門
医
の
診
断

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
早

期
診
断
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

新城市民病院

　　　耳鼻いんこう科

  　代務医師　峯田周幸
（浜松医科大学　耳鼻いんこう科教授）

み ね 　 た 　 ひ ろ ゆ き

じ 　 び

お

う

と

へ

い

こ

う

き

の

う

さ

ん

は

ん

き

か

ん

じ

せ

き

き

の

う

か

ん

ま
　

ひ

ろ

れ

つ

せ
い

ほ
っ

さ

せ
い

と
う

い

な

い

じ

り
ょ
う
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新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
9
月
29
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
9
月
18
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

9
月
8
日

（火）

午
前
10
時
〜
正
午

　
９
月
７
日

（月）
　
一
日
実
施

 
乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　
９
月
28
日

（月）

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

 
平
成
20
年
７
月
〜
10
月
生
ま
れ

　
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

 
手
づ
く
り
お
や
つ
や
遊
び
方
の

　
実
習

 
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

　
９
月
27
日

（日）
　
午
前
実
施
　

※
乳
が
ん
検
診
は
、
一
日
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・

　
子
宮
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

　
上
の
方
で
胃
が
ん
と
セ
ッ
ト
で

　
の
受
診
で
す
。

※
乳
が
ん
の
午
前
検
診
は
定
員
に

　
達
し
ま
し
た
。

 
胃
が
ん
　
　
　
　１，
０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
　
　
　
　
　
　
300
円

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
　
800
円

　
乳
が
ん
　
　
　

１，
３
０
０
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
　
500
円

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
　
　
400
円

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

お問い
合わせ

　
10
月
14
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談
・

　
訓
練

 
就
学
前
の
乳
幼
児
 

 
母
子
健
康
手
帳

　　10
月
２
日

（金）
・
10
月
27
日

（火）
・

　　
11
月
15
日

（日）
・
11
月
30
日

（月）
・

　
12
月
８
日

（火）
・
全
５
回

　
午
前
10
時

 
市
内
各
所
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 
帽
子
、
水
筒
な
ど

※
１
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て

　
は
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

医療機関でのがん検診：12月26日（土）まで
（各医療機関にご予約ください）

検診科目：（自己負担金）

胃がん：1,000円�（バリウムによる検査）

乳がん：1,000円�（マンモグラフィーと視触診）

子宮がん：1,000円�（子宮頸部の細胞診）

新城地区：今泉病院・�木内科医院・ちさと医院
　　　　　茶臼山厚生病院・西新町内科整形外科外科医院
　　　　　のだクリニック・むらまつ内科・新城市民病院
鳳来地区：静厳堂医院・ながしのクリニック・星野病院・宮本病院
作手地区：作手診療所

新城地区：新城市民病院

新城地区：新城市民病院
鳳来地区：荻野医院

実施医療機関

※子宮体部細胞診を追加した場合は別途500円かかります。 ※胃がん・乳がんは40歳以上の方・子宮がんは20歳以上の方、積極的に受診してください。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
9
月
25
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
20
年
12
月
〜
平
成
21
年

　
2
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と

　
そ
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

●時

●時●時

●時

●問
●所

●問
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時

●時●時

●時 ●申
●所

●申
●所

●対●対●対

●対●持 ●持

●持

●￥

●内

●内

●内

●内

●内●内

●申
●問

●時
●所
●受
●対

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●定 募集人員

日時・期間

場所・会場

受け付け

省略文字の見方

●持
●￥ 費用・会費

持ち物

●申
●所

●申
●所

●時●対

●持
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じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

7月14日（火）、手作り村で親子ふれあいひろば

が開催され、市内の親子約50人がスイカ割り

などを楽しみました。

皆さんからの情報をお待ちしています

今月の表紙

　広報しんしろ「ほのか」では、この「しみんのトビラ」へ
の情報をお待ちしています。
　イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳
寄りな話をお寄せください。

　作手地区の４つの小学校で、読み聞かせを実践してい
る４つのグループが初めて一同に集まり、それぞれが練
習をつんできた得意な演目を発表します。その幅の広さ
や深さをぜひ、親子で楽しんでください。また、特別出
演として、蒲郡のひとり人形劇「とうふねこ」座による
人形劇もお楽しみいただけます。盛りだくさんのお話フ
ェスティバル、どうぞご参加ください。

　9月12日（土）　午後1時30分～3時30分

　市リフレッシュセンター（鬼久保ふれあい広場内）

　菅守小「もりの本だな」作手の昔話から2作（映像と音楽含）

　開成小読み聞かせの会　　パネルシアター「もものさと」

　巴小読み聞かせグループ　12の月たち（ピアノとフルートの演奏含）

　協和小「絵本の会」　　　ローリングシアター

　　　　　　　　　　　　「僕はあるいた、まっすぐまっすぐ」

特別出演

　ひとり人形劇「とうふねこ」座　「おしょうさまとさくら」

　無料

　※ドリンク・お菓子付き

ム
カ
デ
ラ
ン
の
自
生
地

�
県
指
定
天
然
記
念
物

�
昭
和
30
年
　
指
定

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

　
ラ
ン
科
の
多
年
草
で
、
茎
は
硬

く
て
細
長
く
、
日
当
た
り
の
よ
い

岸
壁
や
樹
皮
に
、
這
う
よ
う
に
し

て
着
生
し
ま
す
。
葉
が
互
生
し
て

左
右
に
二
列
に
並
び
、
あ
た
か
も

ム
カ
デ
が
這
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
で
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
自
生
す
る
地
域
は
鳳
来
地
区
北

部
に
位
置
し
、
昭
和
30
年（
1
9
5
5
）

に
愛
知
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
暖
帯
系
の
植
物
で
、

本
州
の
関
東
以
西
か
ら
、
四
国
、

九
州
な
ど
に
分
布
し
ま
す
。

　
愛
知
県
で
の
自
生
地
は
限
ら
れ

て
い
て
、
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
あ
い
ち
２
０
０
９
に
は
、
絶

滅
危
惧
Ⅰ
B
類
（
近
い
将
来
に
お

け
る
野
生
に
絶
滅
の
危
険
が
高
い

種
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
国
や
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
保
護

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

国
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
お

い
て
も
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
な
っ
て

い
る
貴
重
な
種
で
す
。

　
形
態
が
変
わ
っ
て
い
て
、
夏
に

数
ミ
リ
の
淡
紅
色
の
か
わ

い
ら
し
い
花
を
つ
け
る
こ

と
か
ら
、
園
芸
目
的
で
の

採
取
が
減
少
の
主
な
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
生

地
の
保
全
と
保
護
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

�

新城市内のムカデラン自生状況

主催：あめんぼ読書会　　連絡（加藤）�38-1655 

みんなで新城のことを話し合う市民討議会。

昨年の第1回に続き「Ｖoices　of（ボイス・オブ）しんしろ　2009」

がはじまります。

参加者決定！
新城市民の中から

無作為に参加候補者

を抽出します。

案内状が届きます!
実行委員会から、8月中旬

に詳細な開催内容を載せた

案内状をお送りします。

参加のしくみ

当日の運営

ボランティア募集中

主催：新城市　　運営：Voices of しんしろ　2009実行委員会
（実行委員会は、昨年の市民討議会の市民参加者・実行委員及び市職員で構成されています）

（※昨年のVoices of しんしろ 2008の報告書は、市ホームページでご覧ください）

と   き：9月27日（日）
ところ：勤労青少年ホーム

アナタの手元に
　案内状が届いたら、
　　ぜひご参加ください。

問い合わせ：TEL.23-7620 企画課　E-mail：kikaku＠city.shinshiro.lg.jp

5～6人
のグル

ープに

分かれ
て、じ

っくり
と

話し合
います

。

話し合
った内

容を

みんな
で発表

しあい

市長へ
届けま

す。

●問 ●em

は

ご

せ
い

●問

●時

●所

●￥

●内
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　県営新城総合公園および周辺道

路でツール・ド・新城が開催され

ました。約1,300人の参加者が新城

のまちを駆け抜けました。

　設楽原歴史資料館および設楽

原決戦場などで、設楽原決戦場

まつりが開催されました。東郷

西・東小学校の児童や東郷中学

校の生徒による、創作演舞や火

縄銃演武が行われました。

　阿寺の七滝の周辺で、阿寺の

七滝まつりが行われました。ニ

ジマスの釣りやつかみ取りなど

のイベントが行われ、子どもた

ちが、楽しそうに遊んでいまし

た。

　東部保育園と吉川保育園の園児32人が、南谷�夫さん（新城・塩沢）のぶど

う園に招待されました。園児が自分でぶどうを収穫し、とてもおいしそうに

ほお張っていました。
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県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w

w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
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‐
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く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
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城
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県
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急
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シ
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く
す
り
安
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電
話

20年 25

20

－5

0

0

0

31

26

－5

31

26

－5

93

115

22

21年

増減

7月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

152

141

－11

1

3

2

171

178

7

172

181

9

678

702

24

20年

21年

増減

分

累計
7月末
現在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター会議室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第1会議室

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

9/7（月）　午前9時　（要予約）

9/14（月）午前9時　（要予約）

9/7（月）　午前10時　（要予約）

9/4（金）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

9/10（木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

9/10（木）午前10時～午後3時※7日（月）正午までに要予約

9/25（金）午前10時～午後3時※18日（金）正午までに要予約

9/9（水）、24（木）　午後1時～4時（要予約）

9/2（水）　午後1時～4時（要予約）

9/3（木）、17（木）　午後1時～4時

9/2（水）、16（水）　午後1時～4時

9/14（月）　午後1時～4時

9/11（金）　午後1時～4時

9/9（水）　午後1時30分～3時30分

9/16（水）　午後4時～8時　（要予約）

9/8（火）、29（火）午前10時30分～午後2時30分

9/15（火）　午後1時～4時　（要予約）

9/8（火）　午後1時～4時

9/25（金）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

9/5（土）、19（土）　午前9時～正午　（要予約）

9/12（土）　午前9時～正午　（要予約）

9/26（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

23-7366

23-8551

37-2839

32-2811

37-2839

37-2839

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2297

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

59
人

50
人

26
人

36
人

403
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機
関

の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望
者

　
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・
職
務

　
経
歴
書
な
ど
各
種
書
類
の
書

　
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る
会

　
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、
求

　
人
条
件
に
関
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
21
年
6
月
末
現
在
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長） No.6

アラスカの白い氷河　（2004年7月）

姿を消しつつあるアラスカの氷河（2007年7月）
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No.6

　
氷
河
は
、
山
岳
地
帯
や
傾
斜
し
た

地
形
に
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て
氷
や

雪
が
堆
積
し
、
万
年
雪
が
圧
縮
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
。
下
部
に

は
過
去
の
氷
期
に
で
き
た
も
の
が
融

け
ず
に
残
っ
て
い
る
。
氷
河
は
侵
食
、

堆
積
を
活
発
に
行
い
、
独
特
な
氷
河

地
形
を
生
み
、
ア
ラ
ス
カ
、
ス
イ
ス

ア
ル
プ
ス
、
ア
ン
デ
ス
の
氷
河
の
よ

う
に
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
は

ア
ジ
ア
の
20
数
億
人
へ
の
貴
重
な
水

の
供
給
源
と
し
て
の
ダ
ム
の
役
目
を

担
っ
て
い
る
。
氷
河
に
は
発
達
地
域

に
よ
る
2
種
類
の
形
態
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
山
岳
地

に
形
成
さ
れ
る
山
岳
氷
河
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
主
に
南
極
と
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
の
広
大
な
面
積
を
覆
う
大
陸

氷
河
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
氷
河
が
近

年
の
温
暖
化
に
よ
り
急
激
に
姿
を
消

し
つ
つ
あ
る
。
地
球
環
境
の
保
全
に

力
を
注
い
で
い
る
ゴ
ア
米
元
副
大
統

領
も
「
不
都
合
な
真
実
」
と
い
う
映

画
と
著
書
で
、
こ
の
よ
う
す
を
紹
介

し
世
界
中
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。

ゴ
ア
元
副
大
統
領

は
地
球
環
境
保
全

へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
評
価
さ

れ
、
2
0
0
7
年

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

　
写
真
上
段
は
、

山
岳
氷
河
の
一
つ

で
あ
る
ア
ラ
ス
カ

の
氷
河
で
あ
る
。

数
年
前
ま
で
の
ア

ラ
ス
カ
の
氷
河
は

み
な
こ
の
よ
う
に

真
っ
白
で
、
そ
の

一
部
は
ゆ
っ
く
り

と
海
に
向
か
っ
て

移
動
し
、
ク
ッ
ク

湾
に
注
ぐ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
数
年
の
急
激
な
温
暖
化
は
氷
河

に
も
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り
、
標
高

の
低
い
下
流
の
氷
河
か
ら
急
速
に
そ

の
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。
（
写
真
下
段
）

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。




